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第1章

ATAVRAUTOEK1開始に際して

1.1 ｼｽﾃﾑ開封 ｷｯﾄ内容:

■　ATAVRAUTO100 Ver. 1.0基板 ×1
■　ATAVRAUTO102 Ver. 1.0基板 ×1
■　ATAVRAUTO200 Ver. 1.0基板 ×1
■　ATAVRAUTO300 Ver. 1.0基板 ×1
■　ATAVRAUTO900 Ver. 1.0基板 ×1
■　基板接続用ｹｰﾌﾞﾙ ×5
■　USBﾐﾆB-Aｹｰﾌﾞﾙ ×1
■　開始に際して ×1
■　車載(Automotive) CD-ROM ×1
■　AVR CD-ROMｿﾌﾄｳｪｱと技術ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ×1
■　お客様宛ての手紙 ×1

注: 全ての基板は書かれた実演ﾌｧｰﾑｳｪｱと共に出荷されます。この手引きはATAVRAUTO
評価ｷｯﾄ実演を接続してすぐ使うための鍵を提供します。
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1.2 概要 ATAVRAUTOEK1評価ｷｯﾄは車載応用を開発するための容易で速い方法を設計者に与える
ために開発されました。評価ｷｯﾄは車両網分析器(ATAVRAUTO102)、1つのLIN網と1つのCA 
N網間の中継器(ATAVRATUTO100)、DC電動機制御基板(ATAVRAUTO200)、ｼﾞｮｲｽﾃｯｸ基
板(ATAVRAUTO300)として使う基板と共に出荷されます。

ATAVRAUTOEK1評価ｷｯﾄは(以降の回路図で記述されるように)全ての基板がPCB上で共に
接続されて出荷されます。

- ATAVRATUO300基板はLIN0経由でATAVRAUTO102基板に接続されます。

- ATAVRATUO100基板はLIN1経由でATAVRAUTO102とATAVRAUTO200の基板に接
続されます。

- ATAVRATUO100とATAVRAUTO102はCAN経由で共に接続されます。

図1-1. 評価ｷｯﾄ
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内部信号をｱｸｾｽするのにPCB上で10ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀが利用可能
です。ﾋﾟﾝ配列は次のとおりです。
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図1-2. 10ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配列
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1.3 即時開始 ATAVRAUTOEK1評価ｷｯﾄは3つの応用基板(ATAVRAUTO100/200/300)と道具として使わ
れる1つの基板(ATAVRAUTO102)を含みます。全ての基板は書かれた実演ﾌｧｰﾑｳｪｱと共に
出荷されます。この実演を動かすには全ての基板が1つのLINに接続されなければなりませ
ん。下で記述される2つの解決策の1つに従ってください。

1.3.1 PCBに接続された
 全基板とで

これはATAVRAUTO評価ｷｯﾄで始める最も簡単な方法です。ATAVRAUTO200ｺﾈｸﾀまたは
PC上の10ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀに電動機を接続し、VBATにDC電圧源(8～18V)を加えてください。ATAV 
RAUTO評価ｷｯﾄは3番ﾋﾟﾝと4番ﾋﾟﾝに接続されたｼﾞｬﾝﾊﾟ(LIN0とLIN1が共に接続)で出荷され
ます。

LIN0とLIN1を接続するｼﾞｬﾝﾊﾟを追加

GND

+8～+18V

M

最後にX-Analizer(分析器)でLINとCANの網を分析するために評価ｷｯﾄをUSBｹｰﾌﾞﾙ経由で
PCに接続してください。

1.3.2 独立基板とで ｷｯﾄに含まれるｹｰﾌﾞﾙを使って下で示されるように基板を接続し、VBATにDC電圧源(8～18V)
を接続してください。

図1-3. ATAVRAUTOxxx基板接続
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今や実演を動かす準備が整いました。

■ DC電動機の正転または逆転を操作するためにｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸの左または右の釦を押してくだ
さい。

■ 電動機電流と電動機電源値を取得するために交換器基板へCANﾌﾚｰﾑを送るためにATA 
VRAUTO102でX-Analyzer(分析器)を使ってください。

表1-1. 交換器へ送る標準CANﾌﾚｰﾑ

名称 識別子型 長さ

Get_Current 遠隔 $05 0

Get_Power_Suply 遠隔 $06 0

■ LINﾊﾞｽを分析するのにATAVRAUTO102でX-Analyzer(分析器)を使ってください。

表1-2. LIN網で利用可能なLINﾌﾚｰﾑ

名称 識別子 機能

NET_CTRL $05 ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸからの電動機情報を取得

DC_INFO $06 DC電動機電源値と電流値を交換器へ返します。
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